
石垣島に自衛隊基地が必要ないわけ（中学生にも分かりやすく）

●　石垣島の自然や観光への悪影響

１．配備先の広い地域を塀で囲い、射撃場や弾薬庫や訓練場を作り、ミサイルを積んだト
ラックを沢山並べたら、大切な自然が壊れてしまうよ。

２．軍備のある島になってしまったら、美しい観光の島のイメージが悪くなり、観光産業
がダメージを受けてしまうよ。

　島周辺が軍事的に緊張が高まり、戦争になるのを恐れて観光客が減ってしまうよ。

３．自分達で物資を持って来る５００〜６００人位の自衛隊が来ても、大した経済効果は
ないし、逆効果の方が大き過ぎるよ。

４．自衛隊のミサイル基地が配備されると、石垣が軍事拠点としてミサイルの標的になっ
てしまうんだよ。

　基地を外れたミサイルの多くは市街地や農地でも爆発するよ。

　石垣に配備されようとしてる地対艦ミサイルは攻撃性が高いので挑発と見なされ、向こ
うから戦争を始める理由にされかねないんだよ。

●　中国は石垣に攻めて来るの？？（これ以上の抑止力は税金の無駄遣いでむしろ危険）

５．中国が日本に一方的に攻撃を仕掛けて得することは何もないんだよ。

　尖閣諸島には資源がごく少ない事が最近の調査で分かっているし、逆にクウェートに攻
め込んで湾岸戦争になったイラクのように、国際的に抗議されて、国連軍や多国籍軍に攻
撃され、世界中から経済制裁されて大変な事になってしまう。

　そうなると中国政権は崩壊してしまうので、そんな事は出来ないわけ。

　石垣に自衛隊が来なくても、十分国際的な抑止力があるんだよ。

６．戦争では兵力のある基地を攻撃し合うので、基地の無い石垣島を攻撃する意味はとて
も少ないんだよ。

　太平洋戦争でも本島の様に大きな基地がなかった石垣は激戦地にはならなかったんだよ。

　万一戦争が起きて石垣に基地があったら激戦地になり、大勢の人々が死んでしまうよ。

　そして実は石垣に配備されようとしている陸上自衛隊が戦うのは負けている場合の戦争
の終りの方なので、海自や空自の援護を失いミサイル総攻撃され殲滅される、最後の砦の
ような本当に気のどくな部隊なんです。

　そういう部隊は抑止力になると思いますか？

　戦争になると非常に危険な”駐屯”はせずに、いざという時に島民を避難させるために
駆け付けてくれる部隊なら頼もしいよね。



●　日本の軍備増強の背景について

７．軍備を増強したいのは抑止力のためと言うのは建前で、本当は安倍総理のバックに付
いている日本やアメリカの軍需産業が儲けるためなんだよ。

　その証拠に、安倍総理は日本の軍需産業の関係者を大勢引き連れて国際兵器ショーを視
察に行ったんだよ。ニュースでやっていたよ。

　こちらが軍備を増やせば対抗して向こうも軍備を増やす事が繰り返されて、ただでさえ
足りなくて困っている国民の税金がどんどん軍備に使われてなくなって行くよ。

８．今アメリカは戦争で軍事費がかさんですごく困っていて、軍隊を減らしてるんだよ。
その分、自衛隊にアメリカの戦争で戦わせようとしているわけ。

　アメリカの兵器を沢山輸入している自衛隊が戦争に行って兵器を沢山使えば、アメリカ
の軍需産業も儲かるんだよ。

　だから戦争しないと決めている平和憲法９条を勝手に解釈を変えて、自衛隊が戦争に行
けるようにしようとしているんだ。

　それは、政府が勝手に変えちゃいけない一番大事な憲法に違反していると、98%の学者
さん達が言っているんだよ。

９．石垣に自衛隊を配備しようとしているのも、実はそういう背景があるからで、島の
人々のことを考えてやっている訳じゃないんだよ。


